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野 棲 ハ ツ カ ネ ズ ミ の 生 活 史VllI

ハツカネズ ミの棲息場所 とその繁殖*

浜 島 房 則†

The life history of the Japanese mouse, Mus  molossinus 
          Temminck and Schlegel VIII 

     Habitat of the mouse and its reproduction* 

               Fusanori Hamajimat

本邦 に おけ る 口木滝 野 棲 ハ ツ カ ネ ズ ミMusmoloss

inusは ドブ ネ ズ ミRatinsnorvegicus,ク マ ネ ズ ミ

Rattusrattusと と もに家 鼠 の 一 種 と され,人 間 社 会

と深 い関 係 に あ る.そ こで 本 種 の 生 態 を 明 らか に す る

こ とは農 学 上,ま た医 学 上 きわ め て 重要 な こ とで あ る

と 考 え る.

ヨウ シュ ハ ツ カ ネズ ミMUSmusculusに つ い て は

生態 学 的 な 観 察 が か な り 行 なわ れ て い る.す な わ ち

Fenyuk(1941)に よ ると ソ連 の南 部 で は雑 草 の 種 実 を

餌 と して 草 原 に 棲 息 し,北 部 で は家 屋.に棲 む とい う.

Baker(1946)はGuam島 に お い て ヨウ シュ ハ ツ カ

ネ ズ ミが湿 地 よ り もむ しろ乾 燥 した傾 斜 地 に 好 ん で棲

む こと を 述 べ て い る.ま たSouthernandLaurie

(1946)に よ る と英 国 で は 少 数 で あ るが ヨウ シ ュ ハ ツ

カ ネズ ミは年 中 野外 に棲 息 し,こ こで繁 殖 す る もの も

あ る し,季 節 的 で は あ るが 多 くの もの がcornrickに

棲息 す る とい う.一 方,本 種 の 棲 息場 所 とそ の 繁殖 に

つ いて は 青木(1926),岸 田(1926),大 友(1929,1932),

花 岡(1937),黒 田(1940,1947),今 泉(1949),太 田 ・

高津(1956)に よつ て報 告 され て は い る が,そ れ らの

報告 は断 片 的 で あ り,ヨ ウ シュ ハ ツカ ネ ズ ミに お け る

よ うな周 年 に わ た る観 察 は な され て い ない.本 種 の棲

息環 境 そ の もの を 正 し く把握 す る こ と,さ らに棲 息 環

境 を著 し く異 に す る本種 は どの よ うな繁 殖 現 象 を い と

な ん で い るか が 著者 の注 意 を ひ い た.
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この調査から本種は人間社会と深い関係をもつ家屋

から原野にいたるまで棲息し,家 屋に棲息するものは

その棲息場所や解を人間に依存し,湖 年繁殖可能であ

つた.こ れに反し,原 野に棲息するものでは雑草を餌

として土中に穴居 し,春 秋2回 の繁殖期をもつことが

明らかになつた.以 下これらについて詳しく述べてみ

たい.

この研究にあたり,終 始懇篤な指導と助言を賜わつ

た恩師元九州大学教授 平岩馨邦先生,三 宅貞祥教授,

内田照章教官に対 して感謝の意を表する.ま た本稿を

なす機会を与えられた九州大学医学部寄生虫学教室宮

崎一郎教授 に対して心から御礼を申し上げる.

材 料 お よび 方 法

著者は1955年6月 から1957年5月 にかけて福岡市

箱崎の都市家屋,農 家および水田地,1957年5月 か ら

1958年4月 にかけて九州大学教育学部構内の荒地およ

びその近くの林地,浜 田の純水田地,さ らに1959年

5月 から1960年4月 にかけて姪浜の九州大学演習林,

1958年 西公園下埋立地,海 の中道における松林,砂

匠,草 地など人間社会に関係深い順にそれぞれの地区

を選び,周 年にわたる本種の棲息状況とその繁殖を検

討した,

本種の棲息場所を調べるために,本 種の捕獲,巣 孔

の発見を行ない,あ わせてその食性を観察 した.ま た

繁殖を調べるために捕獲ハツカネズミの体重や外形質

を直ちに測定 し,幼 獣,亜 成獣 および成獣を識別 し

た.成 体における繁殖状態を検討するために雌では腔

脂膏法により膣脂膏の性状を調べ,さ らに肉眼的に乳

房や卵巣の発達状態を調べた.ま た子宮を肉眼的に観

察 して妊娠か否かを確かめた.雄 では精巣上体尾部の



Table 1. Main plantation of trapping field.

Table 2. Trapping record of mice by habitat.



精子をChristian(1930)の 塗沫法により確認 して繁

殖能を調べた.ま た亜成獣,乳 幼仔のとれ方からも繁

殖状態を検討した.

木種の捕獲にはテンプラ,チ ーズ,小 麦粉とソバ粉

の混舎団子を餌とし,屋 内では金網式捕鼠器を,屋 外

では主として擁条式捕鼠器を使用し,夕 方に捕鼠器を

仕掛け,翌 朝それを回収した.各 観察地区において使

用 した捕鼠器の数は遷内,外 ともに1回 につきそれぞ

れ10個 を用いた.第1回 の調査(1955～1957)で は週

2回,第2回 の調査(1957～1958)で は週1回 の捕鼠作

業を原則として行なつた.ま た第3回 の調査(1959～

1960)で は各観察地区において使用 した捕鼠器の数は

1回 につき20個 とし,月1回 の捕鼠作業 を行なつ

た.

観察および考察

1.都 市 家屋,農 家,水 田地にお けるハツカ

ネズ ミの棲息状況 とその繁殖

1.各 地区の棲息環境

本観察場所は第1図 に示 した箱崎の3地 区(A,B,

C)で あ る.そ のうちの都市家屋地区は筥崎宮の北方,

500m平 方内の範囲(第1図,A,a)で,農 耕地や草

地は全くなく,本 種はその餌を主に台所の食品に依存

している.農 家地区(原 田)は 宇美川と須恵川に挾ま

れた500m平 方内の範囲である(第1図,B).本 地区

には農家が散在 し,家 屋の付近には野菜畑がみられ,

作物は四季を通 じて生育 している(第1図,b).こ の

地域における本種の餌としては農家の食品や農作物が

考えられる.水 田地区は宇美川と多多良川 とに挾 ま

れる1000m平 方の地帯である(第1図,C).こ の地

区は水田を主とし,裏 作に麦や菜種が作 られ,30～70



m平 方内外の野菜畑が6カ 所点在し,稲 の収穫後は

11月 から翌年6月 頃まで藁積が多数つくられる農耕地

である(第1図,cl,c2).こ の地域の本種の餌 として

はもつばら農作物で,少 しは雑草も餌とされているも

のと考えられる.こ れらの観察地区における作付およ

び植生は第1表 に示したとおりである.

2.都 市家屋におけるハツカネズミの棲息状況とそ

の繁殖

第2表 に示 したように本観察地区では台所の食品を

餌とする木種が周年捕獲された.ま た籾倉(該 地区の

特殊性にもとづき専業農家の住居 も若干ある),机 の

引出し,古 綿の中,押 入れの隅などで,藁 や紙片など

でつ くられた巣が発見された.今 泉(1949)に よると

本種は"た んす"の 背後,納 屋,倉 などに草,藁,紙

などを細片して楕円形の巣をつくるという.木 家屋地

区では本種が周年にわたつて台所や 食糧庫で捕獲さ

れ,こ こ以外に餌の供給場所がみあたらない.こ こで

おそらく本種は周年にわたり家屋内に棲息しているも

のと思われる.

Laurie(1946)に よるとcornrick,食 糧庫,都 市

家屋でヨウシュハツカネズ ミは年中繁殖 し,特 別に繁

殖 し易い時期を認めないという.本 種の都市家屋地区

での繁殖は捕獲個体数が少ないため明らかでないが,

3～5月,7月 および9月 にそれぞれ妊娠獣を,9～11

月に哺乳獣を捕獲 している(第2表).

5.農 家地区におけるハツカネズミの棲息状況とそ

の繁殖

この地区では家屋でも野菜畑でも食品および作物を

餌 としている本種が年中捕獲された.と くに作物の生

長繁茂 している畝の斜面(第3図 版,第1図),堆 肥

の下などに木種の巣孔がよく発見された.ま た屋内で

は台所,倉,納 屋で本種を捕獲した(第2表).今 泉

(1949)に よると夏は畑に棲み,冬 は家屋内に侵入し,

野外での巣は堆積物の下につくるという,著 者の捕鼠

結果(第2表)で は1月 と2月,6月 に野菜畑で捕獲

された本種は合計6匹 できわめて少なく,野 菜畑では

巣孔も発見できなかつた.こ の時期における捕鼠の大

部分は家屋や堆肥で捕獲されたものである.し たがつ

て冬季と梅雨季には家屋や堆肥に侵入し,野 菜畑での

活動は低いと思われる.野 菜畑に堆肥がつ くられてい

るのは12月 から翌年の5月 頃までで,そ の間にここ

で本種を捕獲できた.家 屋内ではとくに捕鼠数の著し

く少ない季節はなく,1～3,月 の 捕鼠数は野菜畑に比

較すると割合に多 く合計30匹 であつた.Southern

(1954)も ヨウシュハツカネズミは寒くなると建物に

移動することを認めているし,豪 州でもヨウシュハツ

カネズ ミの多 くは田畑に棲息するが,餌 が少なくなる

と家屋に入つて くるという(SouthernandLaurie,

1946).

本地区における家屋内での繁殖についてみると年中

繁殖状態にあるものがみられたが,春 と秋は他の季節

に比べて繁殖 し易いようである(第2表).野 菜畑 で

は秋に繁殖状態にあるものが最も多 く,春 がこれにつ

ぎ,夏 と冬とにその数が少なくなつている(第2表).

ヨウシュハツカネズミについてみると英国の耕地では

夏だけ繁殖し,他 の季節には繁殖率は低 く(Southern

andLaurie,1946),ソ 連 では秋に最もよく繁殖する

という(Kalabukhov,1937;Fenyuk,1937).

4,水 田地区におけるハツカネズミの棲息状況とそ

の繁殖

第2表 に示 したように本地区の水田内に点在 してい

る野菜畑では作物を餌とする本種が周年捕獲された.

ここに棲息する多 くの木種は土巾に穴居する.著 者は

冬の期間ここで10匹 以上の個体を捕獲 し,木 種は冬

季において近 くに堆肥や藁積がない場合には,畑 の土

中に穴居して越冬することを確認した(第3図 版,第

2図).黒 田(1940)に よ ると木種は普通屋内または人

家に近い土中に穴居するというが,水 田地区の人家か

ら遠 く離れた地域にも穴居していることがわかつた.

またElton(1942)に よ ると豪州,米 国西部海岸およ

びソ連ではヨウシュハツカネズミは畑に年中棲むとい

う.ま た英国でも少数のものが畑で年中生活し,繁 殖

するという(SouthernandLaurie,1946).本 地区

の麦畑や稲田でもわずかながら本種を捕獲 している.

しかしその捕鼠場所は藁積や野菜畑に近いところであ

つた.ま た藁積が近 くにある菜種畑からも少数の個体

を捕獲 している.こ の地区の藁積は11月中 旬 につく

られ翌年の6月 中旬頃に取り除かれるが,12月 か ら翌

年4月 までに藁積で相当数の本種が捕獲された.ま た

菜種畑では2月 から翌年4月 までに3匹,麦 畑では5

月に2匹,稲 田では10月 に1匹 捕獲 された.野 菜畑

や菜種畑で本種が捕獲 される期間は作物が充分に生長

繁茂している時期で,稲 田や麦田では収穫期にあたつ

ていた.藁 積や堆肥では大体それらがつくられてから

取り除かれるまでの期間本種は捕獲されている.

藁積がつくられると間もなく,そ れが地表と接する

部分に本種の巣孔がつくられ(第3図 版,第3図),こ

の部分で多数の個体が捕獲 された.巣 孔の大きさはそ

のつ くられた場所や本種の活動状態によつて異なり,

2～5cmの 直径をもつが,普 通2.5～3.5cmの 範囲



Fig. 1. Topographical environment of Hakozaki region. 

 Upper  : The map of Hakozaki region. 

       A. Area of the urban premise. 

       B. Area of the farm. 

      C. Area of the cultivated field. 

Lower : Views of the areas mentioned above. 

        a. Urban premise. 

         b. Farm-stead. 

cl. Farm-gardens in the field. 

      c2. Straw stacks in the field.



で あ つ た.本 種 の 孔 道 は 土 中で か な り複雑 なcanal

systemを な してい る.甘 藷 畑 の1例 を み る と20m2

内外 の面 積 の土 中 で孔 道 は7カ 所 分 岐 し,そ の 延 長

14.45mに 達 して い た.ま た藁 積 や 堆 肥下 につ くられ

て い る巣 は地 表 に接 す る面 で発 見 され た.花 岡(1937)

は 山 梨 で12月 に藁 積 か ら2匹 の本 種 を 捕獲 して お り,

青 木(1926)も1月,4,月 に 名 古屋 市 近 郊 の藁 積 か ら

本 種 を 捕獲 して い る.青 木 に よ る と本 種 は 藁 積 で は

canalsystemを 作 らな い こ とが 多 い と い う.し か し

著 者 は孔 道 を 認 め て い る.Laurie(1946)も ヨウ シュ

ハ ツ カネ ズ ミでcornrickの 下 にハ ツ カ ネ ズ ミ の 活

動す る道 を 認 め て い る.

Table 3. Distribution of straw stacks at 

   which mice trapped according to dis-

    tance from farm-garden.

第3表 は水田地区における本種の棲みついている藁

積と野菜畑との距離を調べたものである.こ れによる

と観察 した大部分の本種は野菜畑に近い藁積に棲みつ

いて居り,そ の距離が10m以 内が 一番多く,大 体

30m以 内の藁積に棲みついていた.ま た畑から70～

90mも 離 れた藁積に も一時的に本種が棲みついてい

ることが観察された.ヨ ウシュハツカネズミについて

SouthernandLaurie(1946)が 上述の場合と同 じよ

うな観察を報告 している.す なわちcornrickを 中

心にしてヨウシュハツカネズミの活動範囲を調べたと

ころ,普 通のハツカネミは約18～27m内 で活動 して

いるが,一 部の群はcornrickと は独立して約73～

318mも 離 れたところで活動するという.著 者の観察

によると野菜畑から独立 した本種の群はその数は少な

く,餌 として籾やタニシなどを引込むことを観察 した

が,こ こでの生活は大体12月 から翌年の2月 頃まで

の一時的なもので,や がて他に移動するようである.

英 国の耕地ではヨウシュハツカネズミは収穫後に新

しいcornrickに 現われ,春 にそれらのcornrick

が除かれると耕地に拡がるという.そ して夏には生育

巾の作物の中で生活し,穀 物が刈られると再びcorn

rickに 集まるという(SouthernandLaurie,1946).

著者の本種における観察結果によつても同様なことが

み られた.す なわち藁積は11月中 旬か ら翌年の6月

中旬頃まで水田にみ られるが,本 種は12月 か ら翌年

の4月 頃まで籾を餌として藁積で生活 している.し か

し気温が上昇し作物が生長する5,6月 頃 には すでに

本種は菜種や麦の若葉を求めて付近の畑に分散してい

る.水 田がつくられる7月 になると本種は水田地区に

点在する野菜畑に棲み場所と餌を求めて集まり,稲 が

実ると,時 に水円に現われる.稲 刈がすむと再び野菜

畑に近い藁積に侵入する.

水田地区の野菜畑における繁殖状態をみると春と秋

に妊娠個体が他の季節に比較して多 く,夏 と冬には発

情周期の休止している個体が多 くみられる.藁 積では

本種は12月 か ら翌年4月 まで捕獲 されるだけである

が,と くに低い繁殖率を示 した季節はなく,冬 でも比

較的よく繁殖している.Laurie(1946)に よ ると英国

でのcornrickに おけるヨウシュハツカネズミの繁殖

には季節的な相違はなく,約40%の 妊娠個体がみら

れると報告 しているが,本 種の藁積の繁殖率もそれに

よく似ている.幼 獣,亜 成獣はいずれの地域でも春と

秋の繁殖期とその少し後に多 く捕獲されている(第2

表).

II.荒 地,林 地,純 水 田地 におけるハ ツカネ

ズ ミの棲息状況 とそ の繁殖

1.各 地区の棲息環境

本観察場所は第2図 に示 した3地 区(第2図,D,E,

F)で あ る.そ のうちの荒地は九州大学教育学部構内

にあり,南 北に500rn,東 西 に200mの 範 囲である

(第2図,D).こ の地域には雑草が生育し,隣 接家屋,

工場,九 州大学農,理 学部が位置している(第2図,

d).し たがつてここに棲息する本種の餌は主に家屋内

の食品や雑草の種実に依存している.林 地は鹿児島木

線と宇美川に挾まれた南北に500m,東 西 に200mの

範 囲である(第2図,E).こ の地区は松林とこれに接

する野菜畑とからなり(第2図,e),松 林の下にはわ

ずかに禾本科植物を主とした雑草が生育 している.こ

の野菜畑では季節によつて作物の種類,作 付面積,生

育度などが異なるが周年にわたつて野菜類が生育して

いる.こ の地区における本種の餌としては主に野菜類

や雑草などと考えられる.純 水田地区は多多良川と須

恵川に挾まれた浜田地域にあり,野 菜畑や人家か ら少



Fig. 2. Topographical environment of Hakozaki and Hamada regions. 

 Upper  : The map of Hakozaki and Hamada regions. 
        D. Area of the waste land. 

        E. Area of the pine grove adjoining farm-gardens. 
       F. Area of the cultivated field. 

Lower : Views of the areas mentioned above. 
        d. Grass-and weed-grown areas in the waste land. 

         e. Pine grove. 
f 1. Rape-seed field and neighbouring levee. 

       f2. Wheat field and neighbouring bank.



Table 4. Main plantation of trapping field.

Barn yard millet, White clover, Snail clover, Bush vetch, Mug wort, 
Miscanthus sinensis, Oenanthe stalonifera, Species of reed, Turf 

Spinach, Sweet potato, Potato, Radish, Burdock, Carrot, Chinese cabbage, 
Pumpkin, Cucumber, Year-bean, Turnip 

Species of reed, Pinus thurbergii, Miscanthus sinensis, Turf 

Paddy, Wheat, Rape-seed 

Starwort, Trefoil, Oenanthe stolonifera,  Dayflower, Miscanthus sinensis, 
Chick weed, Turf, Cane, Common plantain, Cyperus microiria

Table 5. Trapping record of mice by habitat.



なくとも1kmは 離れている(第2図,F,f1,f2).こ

の地域における本種の餌は雑草,籾,麦,菜 種の茎葉

などである.ま た稲は7～11月 上旬までつ くられ,麦,

菜種は11月 か ら翌年6月 まで水田の裏作としてつ く

られる.さ らにこの地域には藁積が11月 から翌年6

月頃までみ られる.観 察地区に生育する主要な作物お

よび植生を第4表 に示した.

2,荒 地におけるハツカネズミの棲息状況 とその

繁殖

第5表 に示 したように草場周辺の隣接家屋では1月

と2月 を除くすべての月に本種を捕獲 し,1～3月 を

除 くすべての月に巣を発見している.草 場では本種は

10月 か ら翌年の4月 まで捕獲されている.こ の隣接家

屋では本種は台所で発見され,草 場では盛土,土 手な

どに穴居 し,雑 草の繁茂する中に巣をつ くつて棲息 し

ている(第3図 版,第4図).草 場における巣孔は12

月から翌年の4月 まで発見できた.

草 場周辺の隣接家屋における本種の棲息状況は,ヨ

ウシュハツカネズミについてはStorer(1952)に よつ

て,本 種については平岩 ・浜島(1958)に よつてすで

に明らかにされた一般家屋での棲息状態と少 しおもむ

きを異にしている.す なわち草場周辺の隣接家屋では

1.月 と2月 に本種 の棲息数 が 少なくなつている.

Elton(1934)は 原野に,Fenyuk(1941)は 雑草地に

ヨウシュハツカネズミが棲息するといつているが,こ

の地区の草場 では10月 頃から少 しずつ本種が捕獲で

き,12月 か ら翌年の3,4月 頃 までは本種の捕獲や巣

孔の発見は容易である.こ のように してみると草場で

は冬季にもかかわらず,隣 接家屋に棲息していた本種

が10月 頃か ら雑草の種実と隠れ場所を求めて草場に

集まり,翌 年3,4月 までここに棲みつくことがわか

る.そ して草場での種実を喰いつくしてしまつた4月

に再び家屋に侵入 し,9月 頃まで隣接家屋に棲みつ く

ようである.

第5表 に示 したように草場に隣接 した 家屋からは

10,月に哺乳個体を捕獲 し,冬 季を除いては幼獣,亜 成

獣を捕獲 した.草 場では10月 に妊娠獣を捕獲 し,12,

1,3月 に亜成獣を捕獲 している.Laurie(1946)に



よ うと ヨウシュハツカネズミは英国の都市家屋では

周年繁殖するというが,著 者の観察によると本種は草

場周辺の家屋では春秋に繁殖するものと思われる.草

場における繁殖についてみると4月 と10月 に 妊娠個

体が得 られたこと,冬 季 に 亜成獣が多いことなどか

ら,こ こでも春と秋に繁殖すると思われる.

3.林 地におけるハツカネズミの 棲息状況 とその

繁殖

第5表 のように林地に接する野菜畑では年中木種が

捕獲でき,巣 孔は4～11月 頃 まで発見されたが,12月

か ら翌年の3月 まで捕鼠数は少ない.こ れに反 してこ

の畑地に接する松林内では10月 か ら翌年の3月 まで

木種を捕獲でき,巣 孔は12月 か ら翌年 の3月 まで

発見できた(第3図 版,第5図).し たがつて本種は

10月 頃から松林内に移動 し,活 動をは じめ,12月 か ら

翌年の3月 までここに穴居するものと思われる.本 種

の移動はつぎのように考えられる.冬 季に野菜畑の作

物が少なくなり,隠 れ場所を失い,寒 さも加わると本

種は12月 に畑から松林内に侵入越冬 し,3月 までそ

こに穴居する.そ してこの間は野菜畑 にでて餌をと

る.気 温が上昇 し,4Aに なつて畑に作物が多 くなる

と本種は一斉に畑地に分散するものと思われる.

ヨウシュハツカネズミの畑地における繁殖について

はElton(1934),Fenyuk(1937),Kalabukhov

(1937),Laurie(1946)に よつて報告されている.今

回の林地に接する野菜畑および林地における本種の繁

殖状態については捕鼠数が少いので正確にはわからな

い.し かし林地に接する野菜畑 で4,5,10月 に哺

乳個体と亜成獣を,4月 には妊娠個体と亜成獣を捕獲

しており,松 林では5月 および11月 に哺乳個体を,

4月 に妊娠個体を,秋 か ら春にかけて幼獣,亜 成獣を

比較的多 く捕獲しているところから,こ の地区におけ

ろ繁殖時期は春と秋であると思われる.さ らに松林内

において11月 に哺乳個体が,12月 か ら翌年の2月 に

幼獣と亜成獣が多く捕獲されたことか ら,秋 の繁殖時

の分娩,哺 乳は林内で行なわれていることがわかる.

4.純 水田地におけるハツカネズミの棲息状況とそ

の繁殖

野菜畑が点在する水田地における本種の棲息状況お

よびその繁殖についてはす で に平岩 ・浜島(1957,

1958)に よつて報告されたが,こ の調査では付近に家

屋,野 菜畑のみられない孤立した水田地区を選んだ.

この水田地区の観察結果を第5表 に示 した.こ れによ

ると水田の土手では6～12月 までと翌年の3月 に本種

が捕獲された(第3図 版,第6図).巣 孔 もその期間中

は発見された.稲 田では10月 と11月 に木種が捕獲さ

れ,藁 積では12月 から翌年の5月 まで本種と巣孔が

発見できた。菜種畑では巣孔は発見できず,2月 と3

月に藁積の近 くで木種を捕獲 した.ま た麦畑では4Jrj

と5月 に本種は捕獲されたが,巣 孔の発見は出来なか

つた.

この純水田地における観察結果か ら本種の棲息状態

を検討 してみるとつぎのようである.水 田に稲が生育

している間は木種は比較的乾いた土手に穴居 してい

る.こ の時期における木種の餌と して は雑 ・?轟:の茎葉

やその種実である.Naumov(1940)に よ るとMess

masculushortulanusはUkraineで は盛土に棲み,

冬季餌を貯えて棲息するという.本 種についても孔道

の内部に籾が発見されたところか らある程度は孔道内

に餌を貯える習性があるものと思われる.つ ぎに稲が

結実す る10,11月 頃 に なると木種は土手から稲田の

方向に採餌活動をする.そ して稲の収穫が終わり藁積

がつくられる12月 頃になると,本 種は土手から出てこ

の藁積に棲むようになる.Naumov(1940),Fenyuk

(1941),Southern(1954)は 鼠 は体温維持や隠れ場所

のために冬季藁積に移動棲息すると述べている.本 種

は藁積ができた当初は藁積に多 く集まり,藁 積中の餌

を2月 頃までに喰いつ くして しまう.麦 畑では3月 の

上旬に木種は土手にもどり,3月 下旬までそこに棲息

している.し かしこれ らの本種も麦が生長 し,畑 が繁

茂するようになると再び藁積にもどり,そ こを巣孔と

して4,5月 には麦畑の方向に採餌活動をすると考え

られる.菜 種畑では本種は3月 にも藁積に棲息 してお

り,菜 種の繁茂する2月 と3月 に菜種畑に向つて採餌

活動すると思われる.麦 や菜種が結実,収 穫され,藁

積がこわされ,水 田に稲苗が植えられると,こ れらの

環境変化の結果として本種は一斉に土手 に穴居するよ

うになる.し たがつて藁積は,ヨ ウシュハツカネズ ミ

についてSouthernandLaurie(1946)が い うよう

に,本 種の冬季における一時的棲息場所にすぎない.

ヨウシュハツカネズ ミがcornrickに 棲息すること

についてはElton(1934),SouthernandLaurie

(1946)が 報告 し,生垣,土 手,盛 土,乾 燥 した傾斜地

に棲息することについてはNaumov(1940),Fenyuk

(1941),Baker(1946),SouthernandLaurie(1946)

が報告 している.

純水田地における繁殖については第5表 に示 した

しか し捕獲数が少なくその繁殖期を知ることは全 く困

難である.た だ1月 に藁積で,2月 に菜種畑で亜成獣



が 捕獲 され て い るの で,秋 か ら冬 に か け て藁 積 の中 で

繁殖 しう る こ とが わ かつ た.Laurie(1946)に よ ると

ヨウ シュ ハ ツ カネ ズ ミはcornrick内 で はcornrick

が存 在 す る間 は繁 殖 す る とい う.本 種 につ い て も平 岩 ・

浜 島(1957)に よ つ て 明 らか に され た よ うに ヨウ シ

ュ ハ ツ カ ネズ ミの場 合 と同 様 で あ つ た.Elton(1934)

に よ る と英 国 の麦 畑 で は 夏 に ヨウ シュ ハ ツ カネ ズ ミの

巣 が 地 表 に 多 くみ られ る とい う.ま たSouthernand

Laurie(1946)に よ る と生 育 中の 麦 畑 の中 で は繁 殖 率

は春に最低で,夏 に高いという.し かし本種では麦畑

や稲田での繁殖の事実は発見できなかつた.

III喬 灌 木混 清林,埋 立地,砂 丘地,革 地 お

よび純松林 におけるハツカネズ ミの棲息状

況とその繁殖

1.各 地区における棲息環境

本観察地区はほとんど原野とみなされ る地 域で第

3～5図 に示した3地 区5カ 所(G,H,1,J,K)で ある.

Fig. 3. Topographical environment of Ikino-matsubara region. 

 Upper  : The map of Ikino-matsubara region. 

        G. Area of the experimental plantation of Kyushu University 

             at Ikino-matsubara. 

Lower : View of the areas mentioned above. 

gl. Pine wood on a copse. 

        g2. Copsewood consisted of fern and other plants.



喬灌木混清林,す なわち九州大学演習林は生の松原の

西方,北 は唐津街道,南 は筑肥線に挾まれた約500m

平方 内の地域である(第3図,G).こ の地域には農耕

地,家 屋などはほとんどなく,松 を主とする喬灌木混

清林からなる.下 草としては禾本科植物,シ ダ植物が

密生している(第3図,g1,g2).し たがつてこの地区

における本種の餌としては雑草があげられ,こ れ以外

は適当な餌はほとんど認められない.西 公園下埋立地

は1958年 に造成されたもので,観察 地はこの南西部

200m平 方の範囲を占め,こ の地区内の北西部にはす

でに多数の工場が建設されていた(第4図,H,h1)。

著者が観察した範囲は比較的建物の少ない荒無地であ

つた(第4図,h2).植 生は禾本科,タ デ科の植物が多

数密生している.こ の地区における本種の餌は雑草の

茎葉および種実である.海 の中道の純林地,砂 丘,草

地は和白町の西方,南 は博多湾,北 は玄海灘に挾まれ

Fig. 4. Topographical environment of Nishikoen region. 

 Upper  : The map of Nishikoen region. 

       H. Area of the land reclaimed in 1958. 

Lower : View of the areas mentioned above. 

       hi. Distant view of the reclaimed land. 

       h2. Grass-and weed-grown area of the reclaimed land.



Fig. 5. Topographical environment of Umino-nakamichi region, 
 Upper  : The map of Umino-nakamichi region. 

        I. Area of the pine grove. 
        J. Area of the sand-hill. 

         K. Grass-and weed-grown areas. 
Lower : View of the areas mentioned above. 

il. Pine grove on a sand-hill. 
       i2. Appearance of the ground under the pine grove. 

        j. Sand-hill. 
         k. Grass-and weed-grown area.



Table 6. Main plantation of trapping field.

Pinus thunbergii, Cleyera ochnacea, Bog onion, Turf, Species of reed, 
Miscanthus sinensis 

Burn yard millet, Species of reed, Smart weed, Turf, Liriope  gramini-
folia, Mug wort, Bush vetch, White clover, Snail clover, Finger grass 

Pinus thunbergii 

Tarragon, Phellapterus littoralis, Wild rose, Turf, Arrowroot, Species 
of reed, Bush clover, Sea side bean, Evening primrose, Erpetion, Dianella 
ensifolia, Aster spathulifolius 

Snail clover, White clover, Bush vetch, Erpetion, Turf, Phyllanthus 
urin iria, Mug wort, Miscanthus sinensis, Species of reed, Beach pea

fc東 西に1000m,南 北に1000mの 米軍接収地であ

る(第5図,1,J,K).こ の地区には中央に香椎線が走

つているが,人 の出入は厳禁されているのでほとんど

自然のままの環境をとどめている.純 松林地はこの地

区の北西部に位置する(第5図,1,i1).こ こには下草

は全くなく,土 壌は砂質であつた(第5図,i2).こ こ

は本種の餌はほとんどみあた らない.砂 丘地はこの地

区の南酉部に位置する(第5図,J).こ の地区の植物

は海浜植物からなるが,き わめて貧弱である(第5図,

j).中 央 に約20m平 方ほどの池が2個 みられ,ま た

ところどころに盛土がみられた.本 種は餌をこれ らの

乏しい雑草の茎葉と種実に依存 しているものと思われ

る.草 地はこの地区の北東側に位置し(第5図,K),

主 と して禾本科,豆 科植物が密生 している(第5図,

k).本 種 はこれらの茎葉,種 実を餌にあてているよ

うである.こ れらの各観察地区における重要な植生を

示すと第6表 のようである.

2.ハ ツカネズミの 棲息環境 としての喬灌木混清

林地

本観察地区においては延480個 の捕鼠器を使用 した

が,周 年本種を捕獲することはできなかつた.こ の捕

鼠作業の結果から木種はこのような叢林には棲息 し得

ないものと思われる.

3.埋 立地におけるハツカネズミの棲息状況とその

繁殖

本観察地区では第7表 に示したように四季を通 じて

盛土の斜面,塵 や石の間に巣孔を発見 することがで

き,また本種を捕獲することができた(第3図 版,第7

図).こ の地区における木種の食性は12月 から翌年の

3月 までは雑草の種実,4～11月 までは雑草の種実と

茎葉を餌としている.

この地区での繁殖状態をみるとつぎのようである.

雌では8,11,12月 に発情周期を示す個体をそれぞれ

1匹 ずつ捕獲 した,ま た3月 および4月 に妊娠個体 を

それぞれ2匹 および1匹,9刀 および10刀 にそれぞれ

2匹 および1匹 捕獲 した.さ らに4,5,10,11 .月に

哺乳個体 を1匹 ずつ捕獲 した.ま た1,2,11月 には

発情休止 期 にある個体を それぞれ1,!,2匹 捕獲 し

た.こ れによつて大体,春(3～5月)お よび 秋(9～

11月)に 繁殖状態にある個体が多いことが 考え られ

る.ま た雄では周年精子が認められた.

4.ハ ツカネズミの棲息環境としての純松林

本観察地区では周年にわたつて木種を捕獲できず,

また巣孔も発見できなかつた.し たがつて,か かる環

境には木種は棲息できないものと考えられる.

5.砂 丘地におけるハツカネズミの棲息状況とその

繁殖

本観察地区では本種は周年にわたつて捕獲され,ま

た巣孔も発見 された(第7表,第3図 版,第8,9図).

食性 としては草地の場合と同様に3,4月 に 捕獲 され

たものでは雑草の茎葉を餌としていたが,他 の季節で

は雑草の種実を餌としていた.

繁殖についてみると雌では9,10月 に発情周期を示

すものが1匹 ずつみ られた.妊 娠個体は3～5,9,10

刀 にそれぞれ3,1,1,2匹 が捕獲された.哺乳 個体

は4,10,11月 に1匹 ずつみられ,発 情休止 期にある

ものは1,2,6～8,12.月 にそれぞれ2,3,1,2,1,

2匹 ずつみ られた.雄 では周年精子がみられたが12月

の2個 体には精子が認められなかつた.こ のようにみ

ると春(3～5月)と 秋(9～11月)に 繁殖個体が多

く,冬 夏に発情休止期 にあるものが多いことがわか

る.こ のことから砂丘地における本種も春と秋に繁殖



Table 7. Trapping record of mice by habitat.

すると考えられる.

6.草 地 におけるハツカネズミの棲息状況 とその

繁殖

本観察地区では四季を通 じて本種が捕獲された(第

7表).巣 孔は周年にわたり盛土の斜面に発見された.

またカヤの密生 している地表においても巣が発見 され

た.食 性についてみると本種は3,4月 には雑草の茎

葉を館とし,そ の他の季節では種実と茎葉の両者を餌

としていた.太 田 ・高津(1956)は 牧草地で本種を捕

獲 しているが,お そらくそのハツカネズミの餌は牧草

であつたものと考えられる.Elton(1934)は 原野に,

Fenyuk(1941)は 雑草地に ヨウシュ ハツカネズミが

棲息することを述べている.本 種にても雑草を餌とし

て周年草地に棲息することがわかつた.

この地区における繁殖についてみると雌では4月 に

発情周期を示すもの3匹,11月 に1匹,3,5,9,10

月に妊娠個体をそれぞれ3,1,2,1匹 ずつ捕獲 した.

さらに4,5,10,11月 に哺乳個体がそれぞれ3,2,

1,2匹 ずつ捕獲された.発 情休止期にある個体は1,

2,6～8月 にそれぞれ4,2,1,3,2匹 ずつみられた.

雄 では12月 に捕獲 した2匹 において精巣上体尾部に

精子が認められなかつた.し かし他の季節に捕獲され

たものでは精子が認められた.こ のような結果からこ

の地区における本種の繁殖率は春と秋に高 く,夏 と冬

には低下すると考えられる.

IV.ハ ツ カネズ ミの棲息場所 とその繁殖に関

す る総合考察

著者は福岡市およびその近郊の棲息環境を異にする

11カ 所の本種について調査 し,そ の結果をすでに述べ



て来た.以 下その棲息場所をぺ間社会との関連性の強

いものの順にあげ,そ こにおける本種の生活様式と環

境が本種の繁殖にどのような影響を与えているかをま

とめてみたい.ま ず人間社会とのつながりから棲息場

所をつぎの4地 区,す なわち家屋,藁 積,耕 地および

原野に大別した.こ の結果を第8表,第3図 版,第1～

9図 に示した.

人間社会と深い関係をもつ家屋 内に棲息する本種は

用年食品や野菜を餌としており,巣 孔は周年一様に発

見できた.こ のことから家屋に棲息する本種は家屋お

よびその周辺において周年生活しているものと思われ

る.家 屋内に棲息する本種の繁殖能についてみると雄

では周年精巣上体尾部に精子が認められ,雌 では春夏

秋冬それぞれ28%,23%,31%,15%の 妊娠率を示 し

Table 8. Summary of the trapping record of mice by habitat.



た.また繁殖状態にあるものはそれぞれ80%,70%,

91%,45%を 示 した.す なわち冬における繁殖能の低

下を除けば春夏秋ともに比較的高い繁殖率を示 してい

る.ま た幼 ・亜成獣もやはり春夏秋に多く捕獲され,

冬 には少なかつた.以 上のことか ら家屋に棲息する木

種は冬を除けば比較的高い繁殖能を示していることが

わかる.

藁積での食性をみると春には籾と野菜を摂食 してい

ろ本種は55%,野 菜 だけのものは35%,籾 と雑草を

摂食しているものはわずかに10%で あつた.冬 には

籾だけを摂食 しているものは74%,籾 と野菜を摂食

しているものは17%,野 菜 だけのものは9%で あつ

た.し たがつて藁積では冬は籾を摂食 しているものが

多く,春 には籾と野菜を摂食 しているものが多いこと

がわかつた.巣 孔は春でも冬でも一様に発見できた.

これらのことから藁積を根拠とする本種は冬は主とし

て藁積内に棲み,籾 を主食とし,春 には畑にも出て生

活することがわかる.つ ぎに藁積における木種の繁殖

状態についてみると雄では春冬ともに精子が認められ

た.雌 では春に26%,冬 に28%の 妊娠率を示し繁

殖状態にあるものは春に77%,冬 に60%を 示 した.

すなわち春と冬の間に著 しい繁殖能の相違を認めえな

かつた.幼 ・亜成獣は春冬ともに11匹 ずつ 捕獲 され

た.こ れ らのことから藁積では春冬ともに比較的高い

繁殖能を示すものと考えられる.

耕地における食性をみると春夏秋ともに野菜を餌と

しているものはそれぞれ70%,94%,60%で,籾 と

野菜を摂食しているものは秋冬それぞれ27%,59%

であつた.ま た巣孔は周年みられたが,冬 は他の季節

 Percentage of male shows the ratio of 
confirmation of sperm in epididymis. 

   Four specimens whose spermatozoa were 
never found in epididymis. 

 Other keys as in Tables 2 and 5.

よりも少なかつた.こ れらのことからおそらく木種は

春夏秋には耕地で活動するが,冬 にはむ しろ家屋,藁

積,堆 肥などに移り棲むようである.こ の耕地におけ

る雄の精巣上体尾部には周年精子を認めている,ま た

雌では春夏秋冬それぞれ34%,10%,53%,10%の

妊娠率を示 した.繁 殖状態 にあるものはそれぞれ85

%,36%,91%,39%を 示 した.周 年繁殖能 をもつ

が,春 と秋によく繁殖 している.幼 ・亜成獣はやはり

春と秋に多い.

原野における食性をみると木種は周年雑草の種実や

茎葉を餌としている,す なわち春は雑草の茎葉だけを

食 している個体が68%で 一番多く,ついで22%の 個

体が雑草の種実と茎葉を餌としている.夏 秋冬にはそ

れぞれ100%,90%,44%の 個体が雑草の種実および

茎葉を餌としている,ま た種実だけ餌としている個体

は秋冬ではそれぞれ5%,34%で あつた。巣孔は周年

み られ春と冬に多 くなつている.こ れ らのことから原

野の本種は雑草の種実と茎葉を餌として,こ こに用年

穴居または雑草が茂る地表に巣をつ くつて棲息するも

のと思われる.こ の原野において捕獲 した雄では,冬

の21個 体のうち4個 体だけ精巣上体尾部に精子が認

められなかつたが,他 の個体ではすべて精子が確認さ

れた.雌 では春夏秋冬それぞれ22%,7%,17%,5

%の 発情周期を示すものが捕獲 された.し かし夏の7

%,冬 の5%と い う数値はいずれも西公園下の埋立地

で捕獲 した個体についてのもので,こ こは立地条件か

らみると原野とはかなり相違しているが,こ こに含め

たものである.つ ぎに妊娠率についてみると春夏秋冬

それぞれ48%,0%,43%,0%を 示 し,春 と秋に高



率であり,夏 冬は管無である,ま た哺乳率をみるとそ

れぞれ30%,0%,35%,0%で やはり春と秋に高率

である。繁殖状態にあるものはそれぞれ100%,7%,

95%,5%で 繁殖能はほとんど春と秋に限られている。

幼 ・亜成獣は春と冬,と くに冬に多 く捕獲できたが,

冬のものは秋の繁殖期に生まれた個体と考えられる.

これらのことから原野における繁殖は春と秋に限られ

るものとみてよい.

要 約

著者は1955年6月 から1960年4月 まで福岡市およ

びその近郊において環境を異にする9地 区11カ 所 を

選び(第1～5図),日 本産野棲 ハツカネズミの棲息

場所とその繁殖について検討 してみた.調 査の方法と

しては本種の捕獲,巣 孔の確認,食 性および生殖状態

の吟味などを行なつた.以 下その結果を要約してみた

い(第1～8表).

まず家屋内に棲息 している木種は食品を餌として用

年 ここに棲み,春 夏秋によく繁殖 している.家 屋付近

に野菜畑や草場があれば時に採餌のため屋外にでて活

動する.一 般に藁積は11月 下旬につくられ,翌 年の

5月 下旬には取 り除かれる.し たがつて藁積に棲む本

種は初冬から晩春にみられる.藁 積では主に籾を餌と

して冬および春ともに繁殖する.野 菜畑を近 くにひか

えた藁積には本種が多数棲みつき,春 には藁積から採

餌のため畑にでて活動する.時 に本種は野菜畑から遠

く離れたところに棲むこともあ る.耕 地では作物が畑

に繁茂 している間は作物を餌としてここに周年穴居す

るが,付 近に家屋や堆肥,藁 積があれば,こ れに移 り

棲むことがある.と くに梅雨季,冬 季においてこのよ

うな現象が観察された.ま た水田地においては夏は土

手に棲む.耕 地でも繁殖状態にあるものは周年みられ

るが,と くに春と秋とに多い.原 野に棲む本種は雑草

の茎葉,種 実を餌として周年土中に穴居または雑草中

に棲息する.

その繁殖ははつきり春秋に限 られる.要 するに人間

社会から離れた孤立地区に棲息する原始生活型の本種

は雑草の茎葉と種実を餌として土中に穴居 し,そ の繁

殖現象には春と秋の明瞭な2つ の繁殖季節を留めてい

る.こ れに反 し,一 般に人間の生活領域に入つてきて

いる本種は餌や棲息場所を人間に依存 し,周 年にわた

つて繁殖可能となり,明 確な繁殖季節を認めがたい.

このことは環境としての棲息場所が本種の繁殖現象に

いかに大きな影響を与えているかを充分に物語うもの

である.
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Resume 

   The main objects in this survey were to find out whether the Japanese mice, Mus molossinus 
Temminck and Schlegel, live out in the several environments all the year, and whether they have 
a breeding season in such different habitats as house, straw stack, cultivated field and waste 
land. For this reseach the capture of the mice, confirmation of their nest holes, examination on 
the reproductive status and feeding habit were all carried out in Fukuoka District between June 
1955 and April 1960 (Figs. 1-5). 

   The trapping for capture of the mice was all done with break-back traps and cage traps 
baited with a dumpling made of wheat and buckwheat flours or a piece of cheese. The methods I 
have used for imformation on the reproductive status were the examination of implantation 
scars, corpora lutea, presence or absence of embryos and stage of oestrus cycle as determined by 
vaginal smears regarding the female, on the other hand, spermatozoa in smears of epididymides 
regarding the male. 

   The results are shown in Tables 1-8 on the basis of the examination on 929 mice (females 
402 ; males 403 ; young and subadults 124) and on nest holes from all kinds of environments : 
The mice living in the house take groceries as the food, and breed from spring to autumn. But 
it is clear that very little breeding occurs in winter. In the farm-house, compost and straw 
stacks adjoining farm-gardens or grass- and weed-grown areas mice were known to have moved 
from inside to field owing to the feeding. Such the first movement from inside to field occurred 
in spring, early summer and fall, and the reverse movement was in winter and rainy season. 
However the mice dwelling in the urban premises are confined to houses all the year. 

   The food of the mice dwelling in the straw stacks is unhulled rice in winter. Straw stacks 
in this country are built in the end of November after harvest and these are removed by June 
of the following year. There is, therefore, the breeding season during winter and spring of the 
following year. At the beginning of winter the mice living in the fields migrate into straw 
stacks for the winter season. During autumn the mice are found both around straw stacks 
adjoining the farm-garden and at considerable distances away from farm-garden. The latter 
probably lives quite independently in the fields. Since the food has been eaten out at the 
beginning of spring, they moved from straw stacks to the cultivated field. At the end of spring 
(the rice planting season) mass of the mice in the straw stacks and the other places spread into 
the dry slopes of hillacks, high banks of paddy fields and farm-gardens. 

   Most mice living in cultivated field live mainly in the farm-garden and marginal banks of 

paddy fields in summer. They are living on crops, weed seeds and blades. They can live without 
the shelters such as houses, compost and straw stacks in winter. They live in burrows in the 

ground at all seasons. Although they seem to have breeding season all the year round, the rates 
of fecundity in spring and autumn are higher than in the other seasons. 

   The mice living in the waste land live in burrows in the ground under the weed-grown 
areas and banks, and they are living largely on weed seeds and blades all the year. They seem 
to have restricted breeding seasons in spring and autumn.



                  Explanation of the Plate 3 

Fig.  1. Female mouse trapped near to the hole under the ridge in sweet potato field 

        in summer. 

Fig. 2. Hole digged by mouse on the ground of farm-garden in winter. 

Fig. 3. Hole digged by mouse under straw stack in paddy field in autumn. 

Fig. 4. Female mouse trapped at the hole in the weed-grown area of waste land in 

        autumn. 

Fig. 5. Male mouse trapped near to the hole under the pine tree in winter. 

Fig. 6. Male mouse trapped in front of the hole on the bank in early spring. 

Fig. 7. Living male mouse captured near to the hole in the reclaimed land in winter. 

Fig. 8. Female mouse trapped around the hole on the sand-hill in summer. 

Fig. 9. Mouse hole under the stone on the sand-hill showing some weeds stored by 

       mouse in the their burrow for the winter season.
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